
力
定
得
往
生
。

三
者
廻
向
発
顴
心
言
廻
向

発
顱
心
者
遍
去
及
以
今
生
身
ロ
意
業

藤
修
世
出
世
根
及
随
喜

皰

一
切
凡
霊
身
口
意
業
所
修
財
善
根
以

此
自
他
所
修
善
根
悉
皆
真
深
信
心
中
廻
向
願
生
彼
国
故
名
廻
向

発
願
心
。

と
善

導
は
説

い
て
い
る
。

以

上
述

べ
た
よ
う
に
三
心
と
云
う
の
は
袈
道
門
諸
師
が
説
い
て

後

に
善
導
、
法
然

の
両

磁
で
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
次

に
中
題
浄

土
教

に
於
て
は
曇
鸞
、
道
叡
、
善
專
、
日
本
浄
土
教
で
は
法
然
等

が
三
心
を
修
し
て
往
生
す
る
と
云
う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
埋
解
し

て
い

る
か
を
解
明
す
る
。
曇
、鱒
に
て
は
三
不
三
信

の
説
、
作
願
及

び
廻
向
を
往
生

の
婆
と
み
と
あ
ら
れ
た
。
遵
綽
に
て
は
曇
彎
を
継

承
し

て
如
来
の
総
相
、
又
は
別
相

を
観
縁
憶
念
し
つ
つ
祢
名
す
る

と
云
う

こ
と

で
あ
る
。
三
心
は
前
述
し
た
よ
う
に
観
経
に
そ
の
源

泉
を

持
ち
、
善
導
に
よ

つ
て
深
い
宗
教
体
験
を
基
底
と
し
て
釈
さ

れ
法

然
は
念
仏
者
に
は
必
ず
た
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
う
宗
教
意

識
で
あ
る
、
こ
の
宗

教
意
識

こ
そ
法
然

の
三
心
観
は

「法
語
消
自
眩

に
示

さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
い
つ
れ
の
文

に
も
善

導
釈
が
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
解
釈
法
は
相
異
す
る
所
で
な
い
と
い
つ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
た
だ
凡
夫
が
浄
土
往
生

を
願
う
に
は
自
己
の
罪

悪

生
死
の
凡
夫

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
両
時
に
讎
大
な
る
仏
の

頽
力
に
よ

つ
て
仏
の
名
を
称
え
て
心
を
真
実
心
に
し
て
仏
の
.願
力

に
乗
じ
て
往
生
を
得
る
こ
と
を
確
信
し
て
、
三
心
を
具
足
す
る
こ

と
で
あ
る
こ
と
が
往
生

で
き
る
最
大
の
条

件
で
あ

つ
た
の
で
あ
る

こ
れ
に
よ
つ
て
三
心
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
く
る
。

選

庚

集

の

研

究

ー
第

三
章

を
中
心

と
し

て
ー

永

田

容

.靖

選
択
集
は
著
述
の
少
い
法
然
上

入
に
と

つ
て
、
上
人
の
思
想
瞬

究
の
資
料
と
し

て
最
も
確
実
な
、
又
最
も
重
要
な
述
作

で
あ
る
。

ル
ニ
カ
ラ

ル

本
集
述
作
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
末

尾

の
句
に
今

泙

図

、潔

仰

ズ
ル
ニ

シ

ョ

ノ

ノ

ヲ

ヘ

ヴ

ノ

ヲ

辞

謝

毎
ゾ
地

仍

今

憖

集
二念

仏

要

ヌ

剰

述
二念

仏

要

義

と
あ

つ
て
、
名
前
は
記
し
て
い
な
い
が
、
諸
伝

に
よ
る
と
兼
実
公
の
依

願
で
出
来
た
も
の
と
云
う
事
が
出
来

る
。

そ
し
て
本
集
述
作

の
原
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意
は
、
法
然
上
人

の
奉
ず
る
善
導
直
伝
の
念
仏
の
教
え
が
、
当
時

の
南
部
北
嶺
の
仏
教
に
対
し
て
如
何
な
る
地
位
を
占
め
る
か
を
示

さ
ん
と
す
る
康
意
を
述

べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

法

然
上
人
の
教
義

の
特
色
は
、
偏
依
善
導
を
標
榜
す
る
如
く
、

徹
頭
徹
尾
観
念
主
義
を
排
斥

し
て

一
向
専
修
、
選
択
本
願
の
念
仏

を
主

張
し
た
点

に
あ
る
。
本
集
は
彼
の
専
修
念
仏
の
立
場
を
明
ら

か
に
し
、
か

つ
聖
道
諸
宗

に
対
す
る
教
理
的
批
判
を
展
開
し
、
聖

道
門

の
救

い
か
ら
は
ず
さ
れ
た
所

の
在
家
下
屡
民
を
弥
陀
の
救

い

の
正
座
に
据
え
大
胆

に

、
か
つ
明
確

に
他
力
本
願

の
遭
を
示
し

た
点

に
お
い
て
、
本
集
は
浄
土
宗
の
立
教
開
宗
の
宣
言
書
と
云
わ

・

れ
て
お
り
、
又
日
本
仏
教
史
上
画
期
的
な
意
義
を
も

つ
て
い
る
も

の
と
云
え
る
。
以
上

の
如
く
本
集
は
法
然
教
学
を
組
織
的
に
論
じ

た
も

の
で
あ
る
。

選
択
本
願
念
仏
集
、

こ
の
譴
号
は
正
し
く
本
集
の
根
本
義
を
表

ー

ハ

ト

レ

わ
し

て
い
る
。

鎮
西
が
徹
選
択
集

に

「
言
孃

択
一是

然

師

所

立

之

選

択

念

仏

也
」
と
云

つ
て
お
り
、
又
法
然
上
人
自
身
の
御
言

　

葉
と
し
て
浄
土
宗
要
集

に

故

上

人
ゴ
云
諸

師

作
鰐

本

意

右
の
一ッ
慧

心
ハ立
帚
囚
明

直
辨
ッ

ヲ

ハ

ニ

ノ

ヲ

ハ
テ
テ

ノ

ヲ

ル

之

義
喝善

導

釈

本

願

念

仏

一
義
騨予

立
讓

択

一
糞

造
"選

択

集

也

と
云

つ
て
い
る
如
く
、
選
択
と
い
う
二
字

に
.璽
点
を
置
い
て
弥

浄
土
教

の
高
揚
に
努
め
ら
れ
た
の
は
、
法
然
上
人
を
お
い
て
他
に

な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
選
択
に

つ
い
て
、
本
集

の
中

で
三

重
選
択
を
立
て
ら
れ
た
。
即
ち
第

一
極

に
は
聖
道
門
を
捨

て
て
浄

土
門
を
取
り
、
第
二
重
に
は
雑
行
を
捨
て
て
正
行
を
取
り
、
第
三

重
に
は
助
業
を
捨
て
て
祢
名
正
定
業
を
取

る
と
云
う
も
の
で
あ

つ

て
、
要
す
る
に

一
代
仏
教
中

に
於
い
て
唯
本
願
の
称
名

一
業

の
み

を
選
択
し
、
他
の

一
切

の
教
行
を
廃
捨
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
法
然
上
人
は
正
定
業

の
念
仏
に
は
、
必
ず
三
心
が
具
足
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
即
ち
本
集
第
八
章
念
仏

行

者

必

可
貅
具

足
リ
ニ
心

之
。文
ヲの
私
釈
に

竺

ろ
鼾

三
心
.者
馬
行
葛
至
舞
ぜ
所
以
者
如
何
篩
.

一冀

三
身

.必

.癒

督

麺
峯

.燕
馨

辱

纏
.聰

薯

翌
瀞

ハ餐

避

墾
遍
鬘
一盃
.旻

欲
レ生
レ極

楽
一之

人

全

可
ジ具
二足

三

心
漏也

と
云

つ
て
お
る
如
く
三
心
具
足
の
念
仏
を
示
さ
れ

て
い
る
。

要
す
る
に
選
択
集
は
、
ま
ず
仏
教
の
教

理
体
系
の
中
に
お
い
て

占
め
る
べ
き
法
然
上
人
自
身

の
立
場
ー
専
修
念
仏
ー
を
明
ら
か
に
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し
、

こ
れ
を
浄
土
門
と
し
、
そ
れ
以
外

の
仏
教
を
聖
遉
門
と
し
て

区
別

し
、
自
力
成
仏

の
聖

適
門
を
難
行
、
ま
た
他
力
往
生
の
浄
土

門
を
易
行
に
定
位
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
念
仏
以
外

の

一
切

の

行
業

を
繕
行
と
し
て
廢
捨
し
、
選
択
本
願
の
祢
名
念
仏
を
正
定
業

と
し
た
の
で
あ
る
が
、
法
然
上
人
に
お

い
て
は
こ
れ
を
弥
陀
自
身

の
選
択
と
し
て
受

取
ら
れ
、
そ
し
て
こ
の
念
仏
を
選
択
し
た
弥
陀

の
救

い
が
主
と
し
て
聖
道
門
た
り
見
、奴
な
さ
れ
て
い
た
在
家
下
層

庶
民

膤
に
両
け
ら
れ
た
点
を
指

、嚼
し
、
当
然
の
事
と
し
て
天
台
、

真
言

、
法
相

等
の
聖
道
門
と
訣
別
し
て
浄
土
門
に
帰
入
す
る
こ
と

が
、

強
く
す
す
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

法
然
上
人
に
と
つ
て
は
、
仏
教
の
全
て
の
行
法
の
中
よ
り
、
特

に
念
仏

の

一
行
が
選
ば
れ
た

の
は
弥
陀

の
慈
悲
の
深
さ
に
よ
る
も

の
で
あ

つ
て
、

「
選
択
と
は
即
ち
是
れ
取
捨

の
義
な
り
」
と
云
わ

れ
て
お
る
如
く
、

こ
の
収
捨
が
、
無
量
寿
経

に
説

く
様
に
、
四
十

八
願

の
中

の
第
十
八
願
に
お
い
て
既
に
成
就
さ
れ
た
と
の
確
信

に

麸
つ

い
て
い
る
。

要
す
る
に
法
然
上
人
の
専
修
念
仏
は
、
諸
行
の
中
か
ら
念
仏

の

一
行

の
み
を
選
び
取
り
、
余
行
を
捨

て
て
称
名

の
み
を
往
生
浄
土

の
行
業
ま
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ

つ
て

一
般
庶
民
の
誰
も

に
仏
教
的
な
生
活
を
開
放
し
た
の
で
あ
る
。

註

1
徹
選
択
本
願
念
仏
篆

(
浄
全
七

。
八
二
)

2
浄
土
宗
要
集

(
浄
全

一
〇

・
二
六

二
)
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